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A

（単位：千円）

コスト ２６年度（決算） ２７年度（決算） ２８年度(予算)

総コスト 501,787 456,094 449,932

事業費 496,787 451,094 444,932

（うち一般財源） 496,787 451,094 444,932

人件費 5,000 5,000 5,000

職員数（人） 0.50 0.50 0.50

２８年度 評価

90

２８年度 評価

100

今後の事業方針

・カリキュラムの再編など教育機能の充実強化
・地域貢献活動や県立美術館・県立総合文化センターとの連携の推進
・機能充実のための施設整備の計画的な実施

［４．今後の方向性等］

今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続 廃止

　情報コミュニケーション学科の３コース制導入をはじめとする魅力あるカリキュ
ラムの再編や、公開講座、地域巡回演奏会など地域貢献活動等に取り組んだ結果、
入学志願者数が過去最高となったほか、高い県内就職率を達成した。
　評価委員会が年度計画の進行状況を大項目ごとに５段階評価したものを点数に換
算し、各項目の評価点の合計により算出（S=25、A=20、B=15、C=10、D=5）。

実績値 105 105

達成率 105.0% 105.0%

目標値 100 100 100

a

［３．事業の成果］

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２６年度 ２７年度
最終達成

(２９年度)

目標値
実績値

事業の成果

事業年度計画の進捗状況（点）
（評価委員会による事業年度評
価）

達成率 103.0% 105.4%

最終達成
(２９年度)

今後の課題

就職率（％）
目標値 90 90 90

a
・少子化の中での学生確保に向けた魅力ある大学づくり
・講義など通常どおりの大学運営を継続する中で、学生のキャンパス生活への影響
を最小限に抑えるため、施設整備を計画的に実施

実績値

達成率

92.7 94.9

［２．事業内容］

活動名及び活動内容 事業実施年度における効率化の取組状況

①大分県立芸術文化短期大学の運営
　運営費交付金の交付（２７年度：451,094千円）

・運営費支出を１％削減
・公開講座のメニュー拡充による受
講料収入の確保

活動指標

指標名（単位） 達成度 ２６年度 ２７年度

政策企画課長　磯田　健

［１．現状・課題、目的］

現状・課題
　少子化の中での学生の確保に向け、特色あるカリキュラムの編成や生涯学習講
座の充実、芸術文化ゾーンとの連携の強化や機能充実のための施設整備など魅力
ある大学づくりが課題となっている。

事業の目的
　大学に中期計画の確実な実施を求めるため、中期計画に沿った業務運営を行うに当たり必
要とされる経費のうち、法人の自己収入である授業料等で賄うことのできない財源を交付す
る。

総合評価 継続・見直し 事業実施課（室）名 政策企画課 評価者

事務事業評価調書
（事業実施年度：平成２７年度）

（評価実施年度：平成２８年度）

事業名
公立大学法人運営費交付金
（大分県立芸術文化短期大学）

事業期間 平成 １８ 年度～平成 ２９ 年度
政策区分 生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造

施策区分 「知（地）の拠点」としての大学等との連携
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別紙２－４

A

（単位：千円）

コスト ２６年度（決算） ２７年度（決算） ２８年度(予算)

総コスト 606,831 598,642 597,598

事業費 596,831 588,642 587,598

（うち一般財源） 596,831 588,642 579,838

人件費 10,000 10,000 10,000

職員数（人） 1.00 1.00 1.00

２８年度 評価

100

50

２８年度 評価

84

事務事業評価調書
（事業実施年度：平成２７年度）

（評価実施年度：平成２８年度）

事業名
公立大学法人運営費交付金（看護科
学大学）

事業期間 平成 １８ 年度～平成 年度
政策区分 生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造

施策区分 「知（地）の拠点」としての大学等との連携

医療政策課長　廣瀬　高博

［１．現状・課題、目的］

現状・課題
　18歳人口の減少の中で学生の獲得競争が激化している。県立大学でも魅力ある
大学に向けた取組が行われているが、今後さらに質の高い看護職員を養成し、県
内医療機関への定着を促進することが課題となっている。

事業の目的
　大学の運営に関する中期計画の確実な実施を求めるため、業務運営にかかる経費のうち、
授業料等の自己収入では賄えない経費について、運営費交付金を交付する。

総合評価 継続・見直し 事業実施課（室）名 医療政策課 評価者

活動指標

指標名（単位） 達成度 ２６年度 ２７年度

80.0% 105.4%

［２．事業内容］

活動名及び活動内容 事業実施年度における効率化の取組状況

①大分県立看護科学大学運営
　運営費交付金の交付（平成27年度588,642千円）
②教育研究の質の向上
　看護師、保健師、助産師の養成、養護教諭課程の開設
③経営及び財政の適正化及び効率化
　光熱費、委託管理費の削減

・学部教育での養護教諭資格取得の
ためのカリキュラムの見直し

最終達成
(　　年度)

今後の課題

看護師国家試験合格率（％）
目標値 100 100

a ・学内模試、ガイダンス等の看護師国家試験対策の強化が必要

実績値

40.0 52.7
達成率

98.8 97.4
達成率 98.8% 97.4%

［３．事業の成果］

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２６年度 ２７年度
最終達成

(　　年度)

看護学部卒業生の県内就職率
（％）

目標値 50 50
実績値

事業の成果

事業年度計画の進捗状況（点）
（評価委員会による事業年度評
価）

　平成27年10月に「特定行為に係る看護師の研修制度」の研修機関としての指定を
受けたこと及び、大学院ＮＰコースの定員5名に地域枠定員5名を追加して10名とし
たことにより、大分県の地域医療に貢献できる人材を育成する体制を強化できた。
　なお実績値は、評価委員会による大項目ごとの５段階評価を点数に換算して算出
したもの。（S=20点、A=16点、B=12点、C=8点、D=4点）

実績値 84 84

達成率 100.0% 100.0%

目標値 84 84

a

今後の事業方針

・中期目標、中期計画に沿って運営費を交付
・県内定着率の向上を図るため、県内出身の学生の確保を推進
・特定行為研修、ＮＰ教育の推進
・地（知）の拠点事業による地域貢献の推進

［４．今後の方向性等］

今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続 廃止
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